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。
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第９回雲仙市社会福祉大会

福祉 防災×

　

令
和
６
年
２
月
23
日
（
金
）、

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
に
て
、
第

９
回
雲
仙
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
、
約
250
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
の
中
で
、
雲
仙
市
に
お
け

る
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
被

表
彰
者
の
方
々
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
功
労
者

　

◆
小　

川　

一　

枝　

様

　
　

（
地
域
福
祉
推
進
委
員
）

　

◆
芦　

塚　

多
津
子　

様

　
　

（
評
議
員
）

■
社
会
福
祉
団
体
役
員
功
労
者

　

◆
川　

原　

安　

惠　

様

　
　

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

■
社
会
福
祉
団
体
役
員
功
労
者

　

◆
久　

米　

み
つ
子　

様

　
　

（
雲
仙
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
）

■
福
祉
推
進
員
功
労
者

　

◆
木　

田　
　
　

悟　

様

　

◆
前　

田　
　
　

浩　

様

　

◆
千　

葉　
　
　

治　

様

　

◆
荒　

木　

敏　

信　

様

　

◆
奥　

村　

正　

勝　

様

　

◆
木　

村　

一　

德　

様

　
　

（
福
祉
推
進
員
）

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　

◆
村　

上　

春　

美　

様

　
　

（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

■
篤
志
寄
附
者

　

◆
株
式
会
社
イ
ト
ウ　

様

表

彰

代

表

受

領

者

み
ん
な
が
考
え
る
地
域
防
災
！

記
念
講
演

鹿
児
島
大
学

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　

井　

村　

隆　

介　

先
生

■
支
援
者
も
被
災
者
に
な
る

　

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　

災
害
は
命
を
簡
単
に
奪
っ
て
い
き

ま
す
。
自
然
は
無
慈
悲
で
す
。

　

普
段
は
地
域
福
祉
の
活
動
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
で
も
災
害
の
時
に
は

自
分
の
「
命
を
守
る
行
動
」
を
と
ら

な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
普
段
の
活
動
の
ま
ま
「
そ
の

時
」
を
迎
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
防
災
の
中
で
、
自
助
（
自

分
自
身
や
家
族
で
財
産
を
守
る
活

動
）、
共
助
（
地
域
や
近
隣
の
方
が

協
力
し
合
う
活
動
）、
公
助
（
公
的

な
機
関
が
行
う
活
動
）
が
あ
る
が
、

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方
と
は
自

助
が
な
い
方
で
す
。
自
分
自
身
で
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

は
誰
か
に
頼
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
国
は
個
別
避
難

計
画
の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

「
そ
の
時
」
に
は
、
支
援
者
の
方
も

被
災
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
大
切
な
こ
と
は
、
支
援
者
ご

自
身
や
支
援
者
の
ご
家
族
が
最
優
先

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。「
そ
の
時
」
に
助

け
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、「
命
を

か
け
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を
理

解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
に
背
負
わ
せ
な
い
で
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
地
域
の
高
齢

者
や
要
支
援
者
を
中
学
生
・
高
校
生

が
、
体
が
大
き
い
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
避
難
を
手
伝
う
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
や
め
て
ほ
し
い
。

　

決
し
て
見
捨
て
ろ
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

に
背
負
わ
せ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
本
気
の
空
振
り
を
。

　

最
近
は
避
難
所
に
避
難
し
た
け
れ

ど
も
、
何
も
な
い
と
空
振
り
だ
っ
た

と
言
わ
れ
、
空
振
り
じ
ゃ
な
く
て
素

振
り
だ
と
思
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
気
の

フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
毎
回
や
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
。
尻
も
ち
つ
く
ぐ
ら

い
の
フ
ル
ス
イ
ン
グ
の
空
振
り
を
容

認
す
る
社
会
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

■
災
害
は
忘
れ
な
け
れ
ば
防
げ
る
。

　

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
で

は
な
く
て
、
普
段
か
ら
訓
練
し
て
自

分
で
や
る
こ
と
、
近
所
で
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
事
業
所
や
学

校
等
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
考
え
、
そ
れ
か
ら
市
町
村
も
自

分
た
ち
だ
け
で
抱
え
る
の
で
は
な

く
、
県
に
住
民
か
ら
の
要
望
を
伝
え

る
こ
と
も
大
事
で
す
。
災
害
の
前
に

や
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
滅
多
に
起

こ
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
自
分
の
こ
と
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
分
の
こ
と

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域

を
忘
れ
な
い
と
い
う
事
に
も
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
は
亡
く
な
っ
た
方
や
被

災
し
た
方
々
の
彼
ら
の
思
い
に
こ
た

え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
他
地
域
で

起
こ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
で

防
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
頭
に
入

れ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。（
抜
粋
）

災害は、
忘れなければ防げる！
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13:30　開会
13:30　式典
14:10　記念講演
15:15　シンポジウム
16:30　閉会

講演
シンポジウム

シンポジウム

シンポジウム

参加者
の

声
第
９
回

雲
仙
市
社
会
福
祉
大
会

　
　

仙
市
も
千
々
石
断
層
が
あ

　
　

り
地
震
や
津
波
の
災
害
の

起
こ
る
可
能
性
が
高
い
。　
　

　

日
頃
か
ら
の
意
識
づ
け
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
人
は
身
体

や
知
的
を
問
わ
ず
取
り
残
さ
れ

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と
心
配

で
す
。
ぜ
ひ
社
会
的
弱
者
と
し

て
、
子
ど
も
、
高
齢
者
と
並
ん

で
障
が
い
者
に
対
し
て
も
、
支

援
を
強
化
し
て
頂
け
る
機
会
に

な
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
60
代　

女
性
）

　
　

難
の
場
合
は
、
共
助
が
大

　
　

切
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

助
け
合
い
は
自
分
の
安
全
が
確

保
さ
れ
て
こ
そ
の
行
動
で
あ
る

と
学
べ
た
。　
　

（
50
代　

女
性
）

　
　

者
に
背
負
わ
せ
な
い
。

　
　

日
頃
か
ら
防
災
と
日
常
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う

意
識
を
無
意
識
に
で
き
る
ほ
ど

当
た
り
前
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。　
　
　
　
　

（
40
代　

女
性
）

　
　

日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪

　
　

雨
災
害
の
事
例
を
も
と
に

雲避若東

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
意
識

や
民
生
委
員
と
し
て
ど
こ
ま
で

共
助
を
す
る
か
を
改
め
て
考
え

る
機
会
に
な
っ
た
。

　

（
60
代　

男
性
）

　
　

東
自
治
会
長
の
話
。
現
実

　
　

に
あ
っ
た
話
が
聞
け
た
講

演
の
中
で
、
子
ど
も
と
老
人
を

守
る
の
は
ど
っ
ち
？
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。　
　

（
70
代　

男
性
）

　
　

供
た
ち
（
中
学
生
）
の
司

　
　

会
進
行
で
楽
し
く
見
れ
た
。

　

こ
の
子
た
ち
が
将
来
活
躍
さ

れ
て
く
る
と
思
う
と
楽
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

 

（
70
代　

男
性
）

　
　

ん
な
で
考
え
る
時
代
で
は

　
　

な
く
、
み
ん
な
が
考
え
る

時
代
な
ん
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
実
践
で
ど
う
避
難
す

る
か
、
自
分
事
と
し
て
考
え
て

い
こ
う
と
考
え
を
改
め
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
40
代　

女
性
）

　
　

害
が
発
生
し
て
か
ら
の
避

川み災 子

難
へ
の
心
得
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
、
思
い
違
い
（
差
）
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。　

　

い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
が
分
か
ら
な
い
し
、

ど
ん
な
行
動
、
協
力
が
で
き
る

か
を
考
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
50
代　

女
性
）

　
　

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
す
。

　
　

自
主
防
災
準
備
が
大
切
と

学
び
ま
し
た
。
早
め
の
避
難
を

心
が
け
ま
す
。
安
全
な
場
所
に
。

　
　
　
　
　
　

 

（
70
代　

女
性
）

　
　

害
は
忘
れ
な
け
れ
ば
防
げ

　
　

る
と
い
う
言
葉
が
頭
の
中

に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
70
代　

男
性
）

　
　

助
の
美
談
化
は
あ
り
が
ち
、

　
　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

お
互
い
を
信
頼
し
て
逃
げ
て
い

れ
ば
、
生
き
て
会
え
る
。
自
分

で
考
え
て
避
難
す
る
。
自
分
で

や
る
し
か
な
い
。（
70
代　

女
性
）

　
　

ま
で
聞
い
た
講
演
で
一
番

　
　

良
か
っ
た
。（
60
代　

男
性
）

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一共今 災

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
災
害
か
ら
命
を
守
る
と
い
う
こ
と

～
本
当
の
意
味
の

　

自
助
・
共
助
・
公
助
を
考
え
る
～
」

〔
パ
ネ
ラ
ー
〕

●
国
見
町
川
東
自
治
会
長

　
　
　

小　

森　

幸　

一　

様

●
雲
仙
市
商
工
会
女
性
部
長

　
　
　

山　

﨑　

富
士
子　

様

●
雲
仙
市
福
祉
課

　
　
　

長　

井　

純　

也　

様

●
雲
仙
市
危
機
管
理
課

　
　
　

宮　

木　
　
　

明　

様

■
災
害
発
生
時
「
そ
の
時
」
の

　

支
援
に
責
任
は
伴
わ
な
い
こ
と
。

　

福
祉
課
が
進
め
る
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
及
び
個
別
避
難

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
危
機

管
理
課
が
進
め
る
自
主
防
災
組

織
の
推
進
に
つ
い
て
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
自
治
会

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
設

置
に
向
け
て
の
課
題
や
今
後
の

計
画
、
商
工
会
女
性
部
の
女
性

団
体
と
し
て
、
災
害
発
生
時
や

平
時
か
ら
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
の
活
動
発
表
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

自
治
会
長
と
し
て
組
織
の
活

動
を
進
め
る
た
め
に
、
仲
間
の

確
保
と
チ
ー
ム
と
し
て
の
組
織

化
、
女
性
団
体
と
し
て
「
防
災
」

を
考
え
る
上
で
、
女
性
目
線
の

必
要
性
、
平
時
の
啓
発
活
動
等

に
対
し
て
、
井
村
先
生
か
ら
、

災
害
発
生
時
の
行
政
の
支
援
（
公

助
）
の
限
界
も
あ
り
、
ま
た
支

援
者
に
は
支
援
す
る
中
で
、
そ

の
活
動
に
お
け
る
責
任
は
な
い

こ
と
な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会

令和 6年度

事業計画・予算
助け合い、支え合いで育む

福祉のまちづくり

基本方針基本方針
　

制
度
・
施
策
の
方
向
性
や
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
常
に
協
議
・
検
討

を
行
い
、
既
存
の
各
種
地
域
福
祉
事
業
や

生
活
支
援
事
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
へ

と
進
化
さ
せ
、
住
民
の
交
流
や
生
活
支
援
、

地
域
課
題
や
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
会
は
、「
助
け
合
い
、
支
え
合
い
で

育
む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体
と

し
て
、
行
政
や
関
係
機
関
、
地
域
組
織
・

団
体
と
と
も
に
、
第
３
期
雲
仙
市
地
域
福

祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

雲仙市や
共同募金会等から
入ってくるお金
99,466 千円

雲仙市や
共同募金会等から
入ってくるお金
99,466 千円

雲仙市社会福祉協議会が
地域福祉事業を行う
人のために使うお金
138,255 千円

雲仙市社会福祉協議会が
地域福祉事業を行う
人のために使うお金
138,255 千円

各種事業を実施して
利用者から
入ってくるお金
6,354 千円

各種事業を実施して
利用者から
入ってくるお金
6,354 千円

地域の人を中心に
地域のために使うお金
48,858 千円

地域の人を中心に
地域のために使うお金
48,858 千円

その他の支出
19,948 千円
その他の支出
19,948 千円

市民のみなさんからの
会費や寄附金等
19,674 千円

市民のみなさんからの
会費や寄附金等
19,674 千円

その他の
入ってくるお金
23,536 千円

その他の
入ってくるお金
23,536 千円

受託金
58,031 千円
受託金
58,031 千円

収入
207,061
千円

支出
207,061
千円

包括的な支援体制の
基盤づくり

雲仙市社協の地域福祉事業はこの４本の柱！雲仙市社協の地域福祉事業はこの４本の柱！

①
福
祉
総
合
相
談

　

市
民
の
生
活
上
の
心
配

　

ご
と
や
悩
み
ご
と
に
対

　

し
、
日
常
的
に
相
談
で

　

き
る
場
所
を
提
供
す
る
。

　

ま
た
、
弁
護
士
が
無
料

　

で
相
談
に
応
じ
る
弁
護

　

士
相
談
を
実
施
す
る
。

②
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

③
福
祉
教
育
等
支
援
事
業

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

　

で
「
共
に
生
き
る
力
」　

　

を
育
む
学
習
の
推
進
を

　

目
指
し
、
小
中
学
生
及

　

び
市
民
を
対
象
に
計
画

　

的
な
福
祉
教
育
を
行
う
。

地域で支え合い
助け合う仕組みづくり

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

整
備
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

　

す
る
理
解
と
参
加
を
促
す

　

と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
の
推
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
各
種
養
成
・
研
修

　

会
等
を
開
催
す
る
。

②
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

　

サ
ロ
ン
事
業
（
市
受
託
）

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

　

健
康
づ
く
り
、
住
民
同

　

士
の
つ
な
が
り
の
再
生

　

等
、
地
域
の
居
場
所
づ

　

く
り
の
助
長
を
図
り
、　

　

サ
ロ
ン
に
対
し
活
動
助

　

成
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派

　

遣
、
出
前
講
座
等
の
各

　

種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

　

行
う
。
ま
た
、
新
規
（
再

　

開
含
）
開
設
を
め
ざ
し
、

　

サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
及

　

び
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の

　

育
成
を
行
い
な
が
ら
、　

　

地
域
に
向
け
て
開
設
支

　

援
を
行
う
。

③
地
域
福
祉
活
動
団
体
支
援

　

事
業

　

福
祉
の
増
進
に
係
る
活

　

動
を
主
体
的
に
実
施
す

　

る
地
域
住
民
等
に
よ
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

　

福
祉
団
体
等
に
対
し
、　

　

助
成
金
や
情
報
提
供
を

　

行
う
。

④
長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙

　

市
支
会
事
務
局
運
営

⑤
雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
会

　

の
事
務
局
運
営

⑥
雲
仙
市
連
合
遺
族
会
の
事

　

務
局
運
営

⑦
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県

　

支
部
雲
仙
市
地
区
事
務

　

局
運
営

⑧
各
種
福
祉
団
体
等
の
事
務

　

局
運
営

⑨
指
定
管
理
施
設
の
適
正
な

　

管
理
・
運
営
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安心して福祉サービスを
利用できる環境づくり

安全で安心して
暮らせる地域づくり

雲仙市社協の地域福祉事業はこの４本の柱！雲仙市社協の地域福祉事業はこの４本の柱！

①
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

（
広
域
受
託
）

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

　

地
域
で
安
心
し
て
生
活

　

で
き
る
地
域
づ
く
り
に

　

努
め
る
。

②
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
推
進

③
新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子

　

配
付
事
業
・
交
通
安
全
防

　

犯
啓
発
事
業

④
支
援
対
象
児
童
等
見
守　

　

り
強
化
事
業
（
市
受
託
）

　

訪
問
型
見
守
り
支
援
及

　

び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
行

　

い
な
が
ら
、
状
況
把
握
、

①
災
害
対
策
支
援
の
推
進

　

雲
仙
市
担
当
課
と
協
働

　

に
よ
り
、
地
域
に
お
け

　

る
自
主
防
災
組
織
の
設

　

置
に
向
け
た
支
援
及
び

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名

　

簿
・
個
別
避
難
計
画
の

　

作
成
の
支
援
を
行
う
。

②
法
人
後
見
事
業

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な

　

い
成
年
者
の
法
律
行
為

　

の
援
助
を
目
的
と
し
て
、

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的

　

障
害
者
、
精
神
障
害
者

　

等
の
意
思
決
定
が
困
難

　

な
方
の
判
断
能
力
を
補

　

相
談
支
援
を
行
う
。

⑤
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事

　

業
（
市
受
託
）

⑥
手
話
通
訳
者
設
置
事
業

　

（
市
受
託
）

⑦
福
祉
用
具
等
貸
出
事
業

⑧
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

（
県
社
協
受
託
）

⑨
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑩
生
活
福
祉
資
金
貸
付
、
臨

　

時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

　

事
務
、
高
齢
者
・
障
害
者

　

住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
務

　

（
県
社
協
受
託
）

⑪
緊
急
食
糧
支
援
事
業

                

令
和

５
年

度
の

事
業

の
写

真
で

す
。

全
て

の
事

業
は

、
誰

か
を

笑
顔

に
す

る
た

め
に

。

　

う
た
め
、
裁
判
所
が
選
任

　

す
る
成
年
後
見
人
等
と
し

　

て
本
会
が
受
任
し
、
成
年

　

後
見
人
、
保
佐
人
若
し
く

　

は
補
助
人
と
な
り
、
財
産

　

管
理
及
び
身
上
監
護
を
行

　

い
、
そ
の
権
利
を
擁
護
す

　

る
。

③
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

　

に
係
る
中
核
機
関
業
務

　
　
　
　
　
　
　

（
市
受
託
）

　

成
年
後
見
制
度
利
用
に
向

　

け
た
市
民
向
け
の
出
前
講

　

座
等
の
啓
発
活
動
を
実
施

　

す
る
。
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やってみよう！手話！

R06
-01-
R06
-01-

R06
-02-
R06
-02-

「
地
震
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

①両手の手のひらを上に向けて、
　両手を同時に前後に揺らす。

☆小さな揺れなら小刻みに、
　大きな揺れなら前後に
　大きく動かします。
　地震の大きさは動きで表現。

①両手の人差し指と中指を下に向け、
　指を前後に動かしながら、
　左右手前から前方に進める。

☆指を前後に動かすことで
　人が歩く様子を表し、
　共に進む（協力する）
　イメージです。

移
転
の
お
知
ら
せ

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
６
年
４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
瑞
穂
支
所

を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
「
瑞
穂
ヘ
ル

シ
ー
会
館
」
の
改
修
工
事
に
伴
う
休
館

に
よ
り
、
瑞
穂
支
所
を
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
瑞
穂
安
全
・
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
一
部
を
借
用
し
、
瑞
穂
支
所
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
！

名称　瑞穂安全・安心ステーション
住所　雲仙市瑞穂町西郷辛 1053 番地 5
　　　（雲仙市瑞穂総合支所前）
電話　0957-77-3670
FAX 0957-77-3102

名称　瑞穂安全・安心ステーション
住所　雲仙市瑞穂町西郷辛 1053 番地 5
　　　（雲仙市瑞穂総合支所前）
電話　0957-77-3670
FAX 0957-77-3102

千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所

すこやかランド

ふれあい広場

←諫早方面

島原方面→

○

○

○

○■
ココ

瑞穂
安全・安心ステーション

で

支援を

　

本
会
が
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
う
ん
ぜ

ん
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
食
材
等

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
～
令
和
６
年
３
月
分

　

◆ 

コ
ス
メ
バ
ン
ク　

様

　

◆ 

卜
部　

秀
幸　

様

　

◆ 

安
勝
寺
（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
）　

様

　

◆ 

株
式
会
社H

IR
O

　

様

　

◆ 

吉
川
塗
装　

様

　

◆ 

九
州
急
行
バ
ス　

様

　

◆ A
m

a
zo

n

「
み
ん
な
で
応
援
」

　
　

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
者　

様

〔お問合せ先〕
雲仙市社協法人管理課 0957-37-2855
雲仙市福祉課  0957-47-7871
雲仙市市民安全課 0957-47-7759

〔お問合せ先〕
雲仙市社協法人管理課 0957-37-2855
雲仙市福祉課  0957-47-7871
雲仙市市民安全課 0957-47-7759

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に

食
材
等
を
頂
い
て
い
ま
す
。
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地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
に
活
用
し
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
寄
附
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
に
活
用
し
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ありがとう
ございました

◆
◆
香
典
返
し
寄
附
◆
◆

国
見
支
所

　
● 

大　

町　

勝　

美　

様　

北
下
原
東

　
　
　
　

故 

大
町　
　

司　

様

　
● 

林　
　
　

成　

也　

様　

小
ヶ
倉

　
　
　
　

故 

林　

ト
ミ
ヨ　

様

　
● 

吉　

田　

春　

美　

様　

西
里

　
　
　
　

故 

吉
田　

若
春　

様

　
● 

松　

﨑　
　
　

武　

様　

向
町

　
　
　
　

故 

松
﨑
ミ
ヨ
コ　

様

　
● 

野　

口　

由
香
利　

様　

楠
高

　
　
　
　

故 

野
口
チ
サ
ト　

様

　
● 

森　

田　

陽　

一　

様　

船
津
西

　
　
　
　

故 

森
田　

儀
一　

様

瑞
穂
支
所

　
● 

下　

村　

初　

美　

様　

伊
古

　
　
　
　

故 

下
村　

末
子　

様

　
● 

金　

子　

恵　

子　

様　

東

　
　
　
　

故 

金
子　

弘
良　

様

　
● 

上　

田　

直　

美　

様　

岡

　
　
　
　

故 

上
田　

秀
昭　

様

　
● 

東　
　
　

一　

徳　

様　

大
川

　
　
　
　

故 

東　
　

義
徳　

様

　
● 

川　

井　

千
代
子　

様　

伊
古

　
　
　
　

故 

川
井　

康
弘　

様

　
● 

島　

田　

耕
一
郎　

様　

船
津

　
　
　
　

故 

小
峯　
　

博　

様

　
● 

前　

田　

孝　

章　

様　

西
岩
戸

　
　
　
　

故 

前
田　

繁
義　

様

　
● 

平　

川　

勇　

人　

様　

岡

　
　
　
　

故 

平
川　

源
七　

様

　
　
　
　

故 

平
川
キ
ヨ
子　

様

吾
妻
支
所

　
● 

植　

木　
　
　

誠　

様　

牛
口
東

　
　
　
　

故 

植
木
マ
チ
ヱ　

様

　
● 
前　

田　

千　

明　

様　

古
庄

　
　
　
　

故 

前
田
ツ
ナ
ヨ　

様

　
● 

井　

川　

静　

香　

様　

河
内

　
　
　
　

故 
井
川　

晴
雄　

様

　
● 

川　

内　

英　

治　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

川
内　

英
子　

様

　
● 

吉　

崎　

公　

平　

様　

三
室
四

　
　
　
　

故 

吉
崎
キ
ミ
エ　

様

　
● 

手　

水　

一　

裕　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

手
水　

オ
ハ
ツ　

様

　
● 

岩　

永　

吉　

正　

様　

牛
口
東

　
　
　
　

故 

岩
永　

敏
子　

様

　
● 

草　

野　

る
り
子　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

草
野
ヤ
ス
子　

様

愛
野
支
所

　
● 

林　

田　
　
　

健　

様　

新
町

　
　
　
　

故 

林
田　

浩
子　

様

　
● 

今　

﨑　

一　

茂　

様　

境
ノ
尾

　
　
　
　

故 

今
﨑　

重
人　

様

　
● 

西　

山　

八　

郎　

様　

山
沢

　
　
　
　

故 

西
山　

實
男　

様

　
● 

舩　

津　

圭　

佐　

様　

浜

　
　
　
　

故 

舩
津
ト
ミ
子　

様

　
● 

西　

山　

俊　

幸　

様　

中
野

　
　
　
　

故 

西
山
ヤ
チ
ヨ　

様

　
● 

山　

口　
　
　

豊　

様　

有
明

　
　
　
　

故 

山
口　

ツ
ト
ミ　

様

　
● 

福　

田　

邦　

彦　

様　

本
町

　
　
　
　

故 

福
田
美
智
子　

様

　
● 

寺　

尾　

千
代
美　

様　

寺
ノ
尾

　
　
　
　

故 

寺
尾　

隼
人　

様

　
● 

小
無
田　

秀　

嗣　

様　

迫

　
　
　
　

故 

小
無
田
藤
歌　

様

千
々
石
支
所

　
● 

田　

中　

純　

子　

様　

神
ノ
下

　
　
　
　

故 

田
中　

修
治　

様

　
● 

末　

岡　
　
　

司　

様　

下
塩
浜

　
　
　
　

故 

末
岡　

數
一　

様

　
● 

井　

上　

国　

光　

様　

西
中
組

　
　
　
　

故 

井
上　

信
子　

様

　
● 

田　

浦　

明　

美　

様　

下
塩
浜

　
　
　
　

故 

田
浦
フ
ミ
ヨ　

様

小
浜
支
所

　
● 

田　

中　

美
智
子　

様　

西
中
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特
別
会
員
紹
介

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

会
費
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た

特
別
会
員
を
随
時
紹
介
し
ま
す
。

　

（
令
和
６
年
２
月
〜

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
分
）

会
福
祉
法
人
（
敬
称
略
）

社
● 

高
齢
者
福
祉
施
設
ク
ベ
レ

業
・
団
体
等
（
敬
称
略
）

企
● 

㈲
ア
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス

特
別
会
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和 6年能登半島地震災害義援金令和 6年能登半島地震災害義援金

受付中

　令和 6年 1月 1日に発
生した「能登半島地震」
を受け、雲仙市社会福祉
協議会では、災害義援金
の受付を行っています。
お尋ね等は、本会本部ま
たは各支所まで！
電話 0957-37-2855

私
た
ち
が
力
を
込
め
て

集
め
た
義
援
金

届
け
。
被
災
地
に
。

雲
仙
市
商
工
会
女
性
部
様

よ
り
、「
能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金
」
を
お
預
か

り
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に

お
届
け
し
ま
す
。

社協の
会員制度



雲仙市社会福祉協議会

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511　愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143
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国見町
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担当弁護士

　４月１０日（水） 国見町総合福祉センター 曽場尾　雅　宏

　６月　６日（木） 千々石老人福祉センター橘荘 宮　木　　　光

　８月　７日（木） 愛野保健福祉センター 曽場尾　雅　宏
（敬称略）先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。

弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

開　催　日 開催場所
お尋ねご予約

事業企画課
0957-37-2855

広
報
誌
に
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
事
業
企
画
課
（
0957-37-2855）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

※
対
象
外
の
写
真
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
誌
「
に
じ
」
は
、

皆
様
か
ら
の
会
費
・
共
同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

令和7年度入学児童から黄色い帽子の配付が変わります！令和 7年度入学児童から黄色い帽子の配付が変わります！
それは 「選択式」 の導入！それは 「選択式」 の導入！お子さんと決めてください！お子さんと決めてください！

経緯経緯

- お尋ね先 -
雲仙市社会福祉協議会

事業企画課
0957-37-2855

- お尋ね先 -
雲仙市社会福祉協議会

事業企画課
0957-37-2855
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令和 6年秋に実施される就学時検診時に
帽子の採寸も予定しておりますので、
それまでに保護者の方とお子さんと
ご一緒に帽子の型式を
決めて頂きたいと
思います。

令和 6年秋に実施される就学時検診時に
帽子の採寸も予定しておりますので、
それまでに保護者の方とお子さんと
ご一緒に帽子の型式を
決めて頂きたいと
思います。

「こどもアドボカシー」とも
昨今言われています。
LGBTQへの理解も必要だと思います。
1989 年に採択された子どもの権利条約や
2019 年に改正された児童福祉法に

「子どもが自由に意見を表明する権利」が明記されました。
本会としましてもこの考え方を尊重し、
この度、本事業において「選択式」を採用することになりました。

「こどもアドボカシー」とも
昨今言われています。
LGBTQへの理解も必要だと思います。
1989 年に採択された子どもの権利条約や
2019 年に改正された児童福祉法に
「子どもが自由に意見を表明する権利」が明記されました。
本会としましてもこの考え方を尊重し、
この度、本事業において「選択式」を採用することになりました。

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。弁護士相談日程表

小学校に入学する児童に黄色い帽子を配付しています。
これまで（令和 6年 4月入学まで）は、

男子児童には「キャップ型」、
女子児童には「メトロ型」の帽子を

配付していましたが、
令和 7年入学児童から
「選択式」とします。
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女子児童には「メトロ型」の帽子を
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令和 7年入学児童から
「選択式」とします。
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